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竣 工 式

平成 29年 12月 16日

面 影 一 丁 目 町 内 会



ごあいさつ

常日頃、皆様方には当町内会の運営にあたり何かとお力添え、ご援助を賜

り厚 く御礼申し上げます。私ども、面影一丁目町内会の願望でありました公

民館が、町内会員はじめ多くの関係者各位のご尽力により、ここに竣工式を

迎える事ができましたことは喜びに耐えません。

面影一丁目町内会は昭和 46年 に発足しましたが、当初から公民館は無 く

県営住宅集会所を使用させて頂きながら40数年間活動 して参 りました。

現在その集会所は老朽化が進むと共に会員数も増加 したことで 300数世帯の

町内会にとっては施設そのものが狭 く、設備も限定され、活動に支障をきた

すことが多いことから自己所有の公民館の建設は長年の悲願でありました。

今後更にコミュニティ活動の活性化を図ると共に、災害等有事の拠点施設と

して、又少子高齢化が進む中、誰もが利用 しやすい機能を備えた公民館の建

設を行うこととしました。

当公民館建設にあたり、鳥取市当局の皆様の献身的なご協力と支援、また

有限会社木下建築研究所及び、田中工業株式会社の卓越 した技術の提供を賜

り、本日ここに竣工式を迎えることが出来ましたことを御礼申し上げます。

町内会員各位並びに関係各位の益々のご健勝とご多幸を祈念申し上げ

ご挨拶といたします。

平成 29年 12月 16日

鳥取市面影一丁 [1町 内会

会 長 森ネ 美え
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r7面 影 一 丁 目 公 民 館 の 概 要

1 公民館の概要

建築名称  面影一丁目公民館

建築場所  鳥取市面影一丁目652番地 (通称象の公園)

敷地面積  268.08ぽ (81坪)

建築面積  木造平屋 :118.61ぶ (36坪 )

部屋内訳  玄関土間 7.9ざ  集会室 52.8ポ  調理室 14.0“

手洗 2.9r  男子 トイレ1.8ぽ  女子 トイレ2.3J

屋  根  カラーガルバ リューム鋼板

外  壁  防火サイデイング・アクリルリシン吹付

建築工期  平成 29年 7月 ～平成 29年 H月

2 総事業費   21,550千 円

建築工事費   18,187千 円

設計監理費    1,944千 円

諸 費 用    1,419千 円 (各種申請料、登記料、備品、外構工事等)

調達資金内訳

1)コ ミュニテイ助成金 :12,500千 円

(一般財団法人自治総合センター所管のコミュニテイセンター助成事業を活用)

2)銀 行 借 入 金 :3,900千円

3)町内会積立金 :5,150千 円

3 設計 と施工

設計監理   有限会社 木下建築研究所 (鳥取市大覚寺 94‐ 78)

建築施工   田中工業株式会社 (鳥取市秋里 1247)

4 間取 り図

上門
=司

撃
　
一
〔】
）
」
〕

Q
-3-

今



公民館建設委員会 建設場所の象ノ公園

建設 :[1事 請負契約書締結 H29.6.30 地鎮祭 H29.6.30

地鎮祭で町内会長鍬入れ H29630 基礎 [1事 H29.8.26

雨の中の 11棟式 H299.7 姿を現 しました H29.9.8
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◆ ご来賓

鳥取市 市 長  深澤 義彦 様

協働推進課 課長 福島

協働推進課 主任 加藤

面影地区自治会   自治会長

面影地区区長会   区長会長

面影地区公民館   公民館長

(有)木下建築研究所 所 長

(有)木下建築研究所一級建築士

田中工業 (株)代表取締役会長

田中工業 (株)代表取締役社長

田中工業 (株)取締役工事部長

勝平 様

和昭 様

須崎 宏喜 様

谷口 博繁 様

塚田 勝 様

木下 正昭 様

伊藤 量 様

書高 昌可 様

田中 健志 様

安部 裕之 様

◆

◆

来賓祝辞

鳥取市長     深澤 義彦 様

面影地区自治会長  須崎 宏喜 様

感謝状贈呈

(有 )木下建築研究所 代表取締役 上山

田中工業 (株)代表取締役社長  田中

善博 様

健志 様
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